
ま
ず
は
非
電
化
の
ロ
ー
カ
ル
線
に

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
（
本
社
・
東
京
都
渋
谷

区
。
富
田
哲
郎
社
長
）
が
、
い
よ
い
よ

「
水
素
列
車
」
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
よ

う
だ
。
詳
細
は
不
明
だ
が
、
漏
れ
伝
わ
る

情
報
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
ま
ず
は
非
電

化
の
ロ
ー
カ
ル
線
を
想
定
。
現
行
で
は
こ

の
区
間
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
両
が
担
当
す
る

が
、
排
ガ
ス
や
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
が
叫
ば
れ

る
中
、
こ
の
対
策
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
も

事
実
だ
。
そ
れ
以
前
に
、
日
本
、
い
や
世

界
の
鉄
道
業
界
の
雄
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

も
あ
る
。

　

現
在
同
社
は
、
自
社
開
発
し
た
蓄
電
池

車
両
を
烏
山
線
（
栃
木
）
や
男
鹿
線
（
秋

田
）
な
ど
で
運
行
、
今
後
も
増
や
す
計
画

だ
が
、
こ
れ
ら
と
並
行
す
る
形
で
ど
う
や

ら
水
素
列
車
の
導
入
も
推
進
し
て
行
く
も

の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
部
に
は
「
２
０
２
０
年
以
降

に
水
素
列
車
が
発
進
か
」
と
期
待
を
込
め

る
声
も
あ
る
。
仮
に
東
京
五
輪
が
開
催
さ

れ
る
２
０
２
０
年
は
、
そ
の
功
績
を
世
界

中
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
社
は
エ
コ
列
車
／
水
素

列
車
の
開
発
を
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て

か
ら
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
ま
ず
第
１
段

階
と
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
で
生
じ
る
抵
抗
を

発
電
に
応
用
（
回
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
）、
こ

れ
を
車
内
の
蓄
電
池
に
充
電
し
、
加
速
時

な
ど
の
ア
シ
ス
ト
に
利
用
す
る
と
い
う
仕

掛
け
で
、
最
大
20
％
の
省
エ
ネ
効
果
を
目

指
し
た
「
Ｎ
Ｅ
ト
レ
イ
ン
」
を
２
０
０
３

年
に
開
発
。

　

さ
ら
に
第
２
段
階
と
し
て
、
こ
の
Ｎ
Ｅ

ト
レ
イ
ン
を
改
造
し
た
「
燃
料
電
池
（
Ｐ

Ｖ
）
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
輌
」
の
試
験
車
両

を
２
０
０
６
年
に
リ
リ
ー
ス
。
デ
ィ
ー
ゼ

ル
・
エ
ン
ジ
ン
を
高
出
力
・
高
信
頼
性
を

誇
る
固
体
高
分
子
型
Ｐ
Ｖ
２
基
（
出
力
各

65　
kw
）
と
置
き
換
え
た
も
の
だ
。

　

同
社
が
導
入
予
定
の
水
素
列
車
は
、
こ

れ
ら
を
叩
き
台
に
し
た
も
の
と
見
て
間
違

い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、前
述
の
よ
う
に
、

ま
ず
は
非
電
化
の
ロ
ー
カ
ル
線
へ
の
導
入

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
山

手
線
な
ど
東
京
圏
で
走
る
通
勤
電
車
と
し

て
投
入
す
る
こ
と
も
視
野
に
置
い
て
い
る

ら
し
い
。

　

最
大
の
理
由
は
、
莫
大
な
維
持
管
理
費

が
か
か
る
架
線
が
、
理
論
上
必
要
な
く
な

る
か
ら
で
、
加
え
て
景
観
的
に
も
よ
く
、

さ
ら
に
線
路
上
部
の
有
効
活
用
に
も
大
い

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
だ
。

駅
に
水
か
ら
Ｈ
２
取
り
出
す
装
置

　

一
方
、
同
社
は
「
駅
の
Ｈ
２
化
」
に
も

注
力
。
今
年
春
に
神
奈
川
県
川
崎
市
の
武

蔵
溝
ノ
口
駅
を「
エ
コ
ス
テ
」駅
へ
と〝
改

造
〞、
東
芝
が
開
発
し
た
水
素
発
電
シ
ス

テ
ム
「H

2O
ne

」
を
設
置
し
、
そ
の
有

効
性
を
確
認
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト

と
し
て
位
置
付
け
る
。

　
「H

2O
ne

」
は
文
字
ど
お
り
、「
水
」
を

電
気
分
解
し
て
水
素
を
取
り
出
す
シ
ス
テ

ム
で
、
生
成
し
た
水
素
ガ
ス
は
一
旦
タ
ン

ク
に
貯
蔵
さ
れ
、
こ
れ
を
燃
料
と
し
て
Ｐ

Ｖ
で
発
電
す
る
と
言
う
仕
組
み
。
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
水
を
電
気
分
解
す
る
際
に

必
要
な
電
力
を
太
陽
光
発
電
で
賄
う
点

だ
。

　

同
社
は
、
２
０
３
０
年
度
の
鉄
道
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
を
、
２
０
１
３
年
度
に
比

べ
て
25
％
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
40
％
削

減
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
だ
け
に
、「
水

素
列
車
」
や
「
水
素
駅
」
に
は
大
き
な
期

待
を
か
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
地
球
に
や
さ
し
い
最
前
線
④
　

「
水
素
列
車
」
の
２
０
２
０
年
発
車
目
指
す

Ｊ
Ｒ
東
日
本

都会を走る「水素列車」のイメージ（ＪＲ東日本）
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